
2017/12/4

～片浦食とエネルギーの地産地消プロジェクト～

“つながる・めぐる暮らしの知恵の場”

2017/07/12
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・柑橘類の栽培とぶり漁がさかん／“東洋のリビエラ”景勝の地

・人口1500人、570世帯(小田原市19万2000人）

・小田原市で最も少子高齢化が進む地域

＊65歳以上の割合が全体の39％：小田原市27%、全国26%(H27）

耕作放棄地、荒廃森林の増加、空家の増加、高齢者独居

2009年3月片浦中学校閉校

2012年度片浦小学校小規模特認校

旧片浦中学校の有効活用を模索

 2011年11月～ 片浦食とエネルギーの地産地消プロジェクト スタート

小田原市片浦地域
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事業内容とめざす成果

「片浦食とエネルギーの地産地消プロジェクト」
旧片浦中学校を拠点に、市民、行政、小学校、
NPO等が、集落、世代、生業等の枠をこえ、出
会い、交流できる場

■“食とエネルギー(衣食住）”を自分達で創っ
て使おう
■暮らしの知恵の場づくり
→年代、生業をこえた生活の知恵の伝承

暮らしの課題を、
(空家、高齢者増加、子供の安全等）

行政や企業に頼らず、
自分達で解決できる地域

コミュニ
ティ力の
醸成

交流人口
移住人口
増加
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Re 農地
農地をリノベーション

（2回/月）

里山の知恵と技術を学び
遊休農地の活かし方を模索

ガーデン ワークショッ
プ

（3～4回/年）

片中ガーデンでの
食育ワークショップ

かたうら庭labo
（2回/月）

片中ガーデンの世話

片浦電力
（随時）

小型太陽光パネル
発電システムの

製作・設置、 WS開催

片浦植物蒸留所
（随時）

地域の植物でフローラル
ウォーター製作・販売

太陽光エネルギーで

星空上映会
（1回/年）

６つの活動
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コンポストボックス

かまど 流し台 池・バイオジオフィルター

キッチン・ガーデン

アースオーブン

キッチンガーデンワークショップ
～つながる・めぐるデザイン～

・土地の材料を使用(土、砂、石）
・廃材・間伐材有効利用(石、畳）

ロケットストーブ
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キッチンガーデンワークショップ

・片小放課後子ども教室
種から種へ
収穫して料理して食べる
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・“おひさまと仲良くなろう！”
・通学路の外灯として“子供たちを見守る”

ペットボトル太陽熱温水器
づくりWS

太陽光パネルづくりWS

片浦電力

つながる・めぐるエネルギー

ソーラクッカー
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片浦電力立ち上げ：15か所
～一家に一台太陽光パネル～

(片小、通学路、レストラン、診療所、公民館、郵便局、いのししよけ、個人宅）
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＜片浦植物蒸留所＞
・地域の素材、未利用の素材を探して採取（いのちの循環）

・蒸留水を製作、販売 ・どこでも蒸留所（ツアー、老人会訪問等）

採集

蒸留

ボトリング・
パッケージづくり

販売 9

暮らしの道具展

第3回 太陽エネルギーで星空上映会+西山さんの昭和の暮らしの道具展

あおぞらカフェ＋星空上映会

片浦電力
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＜かたうら森labo＞
いのししと仲良くなろう

～いのししフィールドワークと獣害対策～
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心に思う夢や想いを、形にしていこう

楽
し
い
登
り
方

トップダウンやバックキャスティングではなく、

・様々な職業、世代、価値観の人達がつながりあい
・どこにも無理や不自然さがなく

・知恵や心意気が共鳴しあう

時に生み出る力で社会を創っていこう。

社会課題(高齢化、耕作放棄地、空家など）を、
行政や企業など大きな組織に頼らず

自分達で解決できる地域

登
る
山

近道

瞬発力とセレンディピティ=ポップコーン現象

片浦食エネプロジェクトが大事にしていること
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＜かたうら森labo   開墾トライアル＞
暮らしの中の開墾 ～耕作放棄みかん園とみかん小屋の復旧～

before

after

28回 延165名
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＜『Re 農地』講座＞
『Re農地』=農地をRenovation。

使われなくなった農地をいかに活用するか？

リフォーム(再生)ではなくリノベーション（改革、刷新）

・講座＋実習：全8回（６～2月 ＊8月除く）

・実践編：全9回（6～2月）

14



2017/12/4

＜里山（地域）の課題＞

市民主体による解決

『Re 農地』農地をリノベーションとは？

稼げる農地
メガソーラ

耕作放棄地

協議会の設立

コミュニティの弱体化

森林の荒廃

バ
イ
オ
マ
ス

？

？

？
産業の衰退

六
次
産
業
化

？

企業、行政による解決
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